
海津市における人口流出および減少の要因 

 Ａグループ（藤田、堀田、古川、柴田、安部）     ～夢のあるまちづくり！！～              
 

● 少子化、子育て環境 

・ 少子高齢化（自然動態） 

・ 子どもが少ない 

・ 出産人数が少ない  

・ 子どもを生み育てる環境未整備 

・ 子育てがしにくい（病院が少ない） 

・ 幼児の保育環境が悪い 

・ 教育環境がよくない 

・ 学校が少ない  

 

 

● 働く場所が少ない 

・ 雇用につながる企業・職場が少ない 

・ 希望する職場が市内、近くにない 

・ 働く場所が少ない           

・ 地元に勤務する会社が少ない 

・ 市内に職場が少ない 

・ 都会に夢を託す風潮  

 

 

● 婚活 

・ 若者の出会いの場がない 

・ 結婚しない（できない）男女が増加している 

・ 若者の娯楽場がない 

 

 

● 生活環境 

・ 風土が保守的、閉鎖的（オープンでない） 

・ 年寄りの考えが強く、若者の役割が少ない 

・ 二世帯住宅には狭すぎる 

・ 通学、就職、結婚を機に転出（社会動態） 

・ 全国的、市全体のイベントが少ない 

・ 二世代、三世代の同居ができない  

・ 地域の負担が多い 

・ 文化面の接触機会が少ない 

・ 単身赴任の補助金がない（社会、市） 

 

 

● 高齢 

・ 高齢者に優しくない（移動手段がない） 

・ 高齢者が生活し難い（買い物、通院など） 

 

 

● 交通が不便 

・ 交通の便が悪い 

・ 通勤が不便 

・ 道路、鉄道網が不十分 

・ 交通環境が良くない  

高学歴、高収入の志向 

大学・高校を選べない 

子どもの世話？ 

表裏一体 

・ 通学、通勤に不便 



海津市における人口流出および減少の要因 

 Ｂグループ（加々本、伊藤、石川、本多、坂本）   ～これが解決したらいつまでも生活したいマチ海津～   
 

● 仲良くしたい 

・ 転出に淋しさがない（転入者だから） 

・ 排他的（地域性） 

・ 保守的な土地柄 

・ 住宅事情、昔からの家であれば広いが新家さんであれば息子夫婦との同居は難しいので大垣などへ出て行く

ケースが多い 

 

 

● 早く帰りたい 

・ 交通手段にとぼしい（電車、バス等）  

・ 交通が不便（名古屋に勤務していても帰りが困る）  

・ 養老線沿線、草ボウボウ、転入しようとする人のイメージダウン 

・ 交通の利便性 

・ 交通の便が悪い 

 

 

● 活気作り 

・ 農地が多く住宅地少ない 

・ 街のにぎわいがない（中心なし） 

・ イベント等少ない 

・ にぎやかなお祭りがない 

・ 公共交通機関、養老線駅沿線活気なし 

 

 

● 働きたい 

・ 働く場所がない 

・ 就職先少ない  

・ 職場、就職 

・ 働く場所が少ない 

・ 若い人達が勤める企業がない  

 

 

● 学びたい 

・ 学校レベル（進学、就職） 

・ 大学など他の都市へ進学する事が多いので卒業した都市での就職が多い  

都市近郊？ 

・ 高校や大学へ行きにくい  

・ 教育、子育て 

・ 福祉の面、名古屋は随分進んでいるとの事、将来ワンルーム（地下鉄近く）に住むのがいいかな 

 

 

● 安心、安全に暮らしたい 

・ 犯罪、風紀 

・ 防災体制 

・ 大きな病院がないので結婚して居を決める時どうしても大垣へ行くことが多い（子育てに関する心配） 

・ 親世代は定着、子世代は外へ（なぜ？） 

・ 医療設備が十分でない 

・ 医療、救急 

 

 

● その他 

・ 介護施設（入りたい人が入れる） 


